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要　　　約

1．試験の表題 ヒドラジン（被験物質番号　K－874）の微生物による分解度

識

2．分解度試験

占

2．1試験条件

　　（1）被験物質濃度

　　（2）活性汚泥濃度

　　（3）試験液量
　　（4）試験液培養温度

　　（5）試験液培養期間

100㎎／2
30　㎎／2（懸濁物質濃度として）

300　慮
25±1　℃
28　日間

2，2測定及び分析

　　（1）閉鎖系酸素消費量測定装置による生物化学的酸素要求量（BOD）の測定

　　（2）イオンクロマトグラフィー（I　C）による被験物質の分析

3．試験結果

（11B　O　Dによる分解度

（2）I　Cによる分解度
％
％0
0

％
％0
0

％
％6
0

●4騰破雛
被験物質は保管条件下で安定であることを確認した。
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最終報告書

試験番号　20874

1．表　　題 ヒドラジン（被験物質番号　K－874）の微生物による分解度

謙

2・試験委託者　名　称通商産業省

住　　　所　（〒100）東京都千代田区霞が関」丁目3番1号

3，試験施設　　名　　称

住　　所

運営管理者

財団法人化学品検査協会

化学品安全センター九州試験所

（〒830）福岡県久留米市中央町19－14

TEL　（0942）34－1500

4．試験目的 被験物質K－874の微生物による分解性の程度について知見を得
る。

5．試験方法 「新規化学物質に係る試験の方法について」（環採桑第5号、薬発

第615号、49基局第392号昭和49年7月13日）に規定
する〈微生物等による化学物質の分解度試験＞による。
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●

6．試験期間

　　（1）試験甲始日　　　昭和63年9月　5日

　　（2）試験実施期間

　　　　鰍月臓始日　　　　騨63年　8月10日
　　　　試験液培養開始日　　昭和63年　9月　6日
　　　　試験液培養終了日　　　昭和63年‡0月　4日

　　（3）灘了日　聯63年1均12日

7．試験関陳者

　　翠験責任者

　　試験担当者

　　　　　試資料管理責任者

●8．蘭晧詐如

9．最終報告書の承認

　　試験責任者

　　昭和63年11月12日

朧

　　　氏名
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　　10．被験物質

　　　　本報告書において被験物質K－874は、次の名称及び精造式等を有するものとす

　　　　る。

　　　10、1名称　ヒドラジン

　　　10，2構造式等

　　　　　　構造式

●　　　　　　　　　H＼　
／H

　　　　　　　　　　　N－N
　　　　　　　　　H／　 ＼H

　　分子式　H4N2

　　分子量　　32．05

　　　　“10．3　純　　度　　98．5％

　　＊1　添付資料による。

10、4入手先、等級及びロット番号

先
級
号

　
　
番

手
　
ト

　
　
ツ

入
等
ロ

ラ
　
　
ラ
　
　

き

1
2
3

（
　
　
（
　
　

（ AYO1
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　　　10．5同　定
　　　　　　赤外吸収スペタトル及び核磁気共鳴スペクトルにより構造を確認した。

　　　　10．6物理化学的性状

　　　　　　外観　無色透明液体
　　　　　　　　＊2　　　　　　融点　1，4℃
　　　　　　　　乗2　　　　　　沸点　113，5℃
’　　　　比重＊1d萎81，0094

，　　 溶解性水　　 1009／2以上

　　　　　　　　　　ヘキサン　　　　　7．5飼9／2

　　　　　　　　　　クロロホルム　　　2000㎎！’2
●　　　　轍エチノレ　1。㎎2
　　　　　　　　　　メタノール　　　　100g／以上

　　　　　　赤外吸収スペクトル　　（図一4参照）

　　　　　　核磁気共鳴スペクトル　（図一5参照）

　　　　　　刈　添付資料による。

　　　　　　＊2　化学大辞典による。

　　　10．7保管条件及び保管条件下での安定性

　　　　　（1）保管条件　冷暗所
　　　　　（2）安定性確認　　試験液培養開始肘及び培養終了後に被験物質の赤外吸収スペ

　　　　　　　　　　　　タトルを測定した結果（図一4参照）、両スペクトルは一致

　　　　　　　　　　　　し、保管条件下で安定であることを確認した。
●
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11．活性汚泥の調製

11，1汚泥の採集場所及び時期

（1）場所

（2）時期

下記の全国10ヵ所から採集した．

伏古川処理場（北海道札幌市）

　中浜処理場（大阪府大阪市）

北上川（宮城県石巻市）

吉野川（徳島県徳島市）

広島湾（広島県広島市）

昭和63年6月

深芝処理場（茨城県鹿島郡）

落合処理場（東京都新宿区）

信測ll（新潟県西蒲原郡）

琵琶湖（滋賀県大津市）

洞海湾（福岡県北九州市）

磁
　
市
　
　
、
蹴　　
一

　
　
ロ

　
　
ノ

　
都
河

　
き
　
ラ

　
一
り
乙

　
（
　
（

211

下水処理場の返送汚泥

表層水及び大気と接触している波打際の表土

11．3新旧汚泥の混合

　　　上記て採集してきた各地の汚泥のろ液をそれぞれ500曜と、それまで試験に供

　　してい畑繊㌘液51とを酷して10コとし・pHを7・・±1・Oに謹
　　して培養槽でばっ気　した．

＊3ばっ気

　　　屋夕陛気をプレフィルターに通し、ばっ気に用いた。

”、4培　養

れ灘撒辯難難瀦窯13書雛監酷漢書
　　返し、培養して活性汚泥とした。培養温度は25±2℃とした。

畷　　O，1％合成下水

　　　グルコース、ペプトン、りん酸一一カリウムをそれぞれ0．1（脚／V）％に

　　なるように脱塩素水に溶解し、水酸化ナトリウムでpHを7．0±1．0に

　　調整したものを用いた。
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11，5管理及び使用

　　　培養中、上澄液の外観及び活性汚泥の生成状態を観察するとともに、活性汚泥

　　の沈でん性、pH、温度及び溶存酸素濃度を測定し記録した。活性汚泥の生物相

　　は適宜光学顕微鏡を用いて観察し、異常のないことを確認した上で試験に供した．

11，6活性汚泥の活性度の点検

　　　標準物質を用いて活性汚泥使用開始前に活性度を点検した。また、旧活性汚泥

　　との関連性に留意した．

12．分解度試験の実施

12．1 試験の準備

（1）活性汚泥

　　測定方法

測定実施日

測定結果

　　の測定
工場拶　　　　　　　　　（JIS　K　O102－1986の14．1）

に準じて行った。

昭和63年9月　5日
活性汚泥の懸濁物質濃度は6000㎎／2であった。

（2）基礎陪養基の調製

　　工場お詠：試験方法の生物化学的酸葉肖費：量（JISKO102－1986の21．）で

　定められたA液、B液、C液及びD液それぞれ3雇に精製水（高杉製薬製

　日本薬局方）を加えて1』とする割合で混合し、pHを7，0に調整した。

⑥基準物質

　　アニリン（昭和化学製試薬特級）を用いた。

7　一



12，2試験液の調製

　　　試験容器を6個用意し、試験液を下記の方法て調製した．

　　　これらの試験液について、12，3の条件で培養を行った。

（1）被験物質及びアニリンの添加

　（a）（水＋被験物質〉系（1個）

　　　試験容器に精製水300慮を入れ、被験物質を10｛剛2になるように添加

　　し、pHを測定した。

　（b）　（濠尼十撫［）系（3個）

　　　試験容器に醗培養基300配2を入れ、被験物質を10伽8／2になるように

　　添加し、pHを測定した．pHが7．0±0．2以外ク）ときは、その範囲にな

　　るようにpHを調整した。

　（C）（汚泥＋アニリン）系（1個）

　　　試験容器に籔楚培養基300彪を入れ、アニリンを100剛2になるように

　　添加した．

　（d）汚泥ブランク系（1個）

　　　試験容器に基礎培養基300麗を入れ、p　Hを測定した。

（2）活性汚泥の接種

　　（b）1（の及び（のの試験容器に11．の条件て調製した活性汚泥を懸濁物質

　濃度として30㎎／2になるように接種した．

12．3試験液培養装置及び環境条件

　　（1）試験液培養装置

　　　　　閉鎖系酸素消慶量測定装置

　　　　　　試験容器　300雇用培養ビン
　　　　　　炭酸ガス吸収剤　　ソーダライム，ぬ1（和光純薬工業製試薬一・級）

　　　　　　撹拌方法　マグネチックスターラーによる回転撹拌

轍
騎

⑳（

25±1℃
28日間
第11機器室
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12．4試験液の分析

　　　培養期間終了後、試験1中に残留している被験物質を分析した．

12．4，1試験液の前処理

　　　　試験液培養期間終了後、（水＋被験物質）系、（汚泥＋被験物質）系及び

　　　汚泥ブランク系の試験液について下記のフロースキームに従って前処理操作を

　　　行い、被験物質を分析するためのイオンクロマトグラフィー（I　C）試料とし

　　　た。

フロースキーム

試験液300雇
　　　・分取　10超（ホールピペット）

　　　・遠心分離（1000×g，10分間）

頒
欝
嗣 1寵（ホールピペット）

　　　ホ5100超（水，メスフラスコ）

I　C試料

＊5蒸留水をさらに純水製造装置（ミリQ一五）に通したもの。

9



12，4，2定量分析

（1）イオンクロマトグラフィーによる被験物質の分析

　　前処理を行って得られたI　C試料について下記定量条件に基づき被験物質

　を分析した．I　C試料中ク）被験物質の濃度はクロマトグラム上で得られた標

　準溶液1、O，5㎎／2のピーク高さと濃度から得られた回帰式にI　C試料のピ

　ーク高さを代入して算出した（表一2、図一2参照〉．

　　ピーク高さの定量限界濃度は検量線が原点を通らないことより、被験物質

　濃度　　O，5㎎／2とした。

　
フ
第
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ン
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×
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オ
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㎝
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検出器
記録計

5μS／FS
レンジ0．1V

〔b）検量線の作成

　　　　　　　　　＊5　　被験物質100㎎を水に溶解し、100磁に定容して1000㎎ノ2の標準原液
　　　　　　　　　＊5　を調製した。これを水で希釈して2，0、1．O及びO．5㎎／2の標準溶液と

　した．この標準溶液を前記の定量条件に従ってI　Cにより分析を行い、そ

　れぞれのピーク高さと濃度とに基づき検量線を作成した（図一3参照）．
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　　　　12，5分解度の算出

　　　　　　　被験物質の分解度は下記の式に基づき算出し、ノ1・数点以下1ケタ目を丸めて

　　　　　　　整数位で表示した。

　　　　　　　（1）BODによる分解度

　　　　　　　　　　　　　　　　　　BOD　－　B　　　　　　　　　分解度（％）　＝　一一一　　　　　　　×　100
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　TOD
　　　　　　　　　　BOD　　　（汚泥十被験物質）系の生物麟勺酸素要求量

　　　　　　　　　　　　　　　　（測定値）（㎎）

　　　　　　　　　　B　　　：　汚泥ブランク系の生物化学的酸素要求量

　　　　　　　　　　　　　　　　（’測定値）（㎎〉
　　　　　　　　　　　　　＊6
　　　　　　　　　　TOD　：　被験物質が完：全に酸化された場合に必要とされる理論的

●　　　　　醸載量（講値）（㎎）

　　　　　　　略　純度100％として計算した。

　　　　　　　（2）ICによる分解度
　　　　　　　　　　　　　　　　　　S　－　S
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　B　　　A　　　　　　　　　分解度（％）　一　　　　　　　　一　×　100
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　S
　　　　　　　　　　s＾：（襯＋臨）系におけ欄囎囎量

　　　　　　　　　　　　　　　　（測定値）（㎎）

　　　　　　　　　　SB　：被醐膿漏瞳（㎎〉

　　　　12．6数値の取扱い

　　　　　　　数値を平均する場合、平均は算術平均とした．数値の丸め方はJIS　Z8401－

　　　　　　　1961に従った．

●
　　　13．試験条件の確認

　　　　　　BODから求めたアニリンの7日及び14日後の分解度はそれぞれ73％及び了8％であ

　　　　　ることから、本試験の試験条件が有効てあることを確認した。
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14．試験結果

14．1試験液の状況

　　　培養期間中の試験液の状況は下記のとおりであった．

試　験　液 状　　　　況 pH

培養開始時”一

（水＋被験物質）系

i汚泥＋棚験物質）系

被験物質は溶解した。 囚9，6

c8．6→7，1

｣8．6→6，9

｣8．6→6，9

被験物質添加時、白色沈澱物

�ｶじたが、p　H調整後溶解

ｵた。

培養終了時’“

（水＋御願物質）系

i汚泥＋棚験物質）系

被験物質は溶解していた。 回9，3

c7．1

ﾞ7．O

嘯V，0

被験物質は溶解していた。

�Dの増殖は見られなかった。

14，2分解度

　　28日後の分解度は下記のとおりであった。

分　　解　　度　　（％）

団 圓 團
付表

BODによる結果 0 0 6 衷心1

ICによる結果 0 0 0 表一2

一　12　一



15．試灘斗の保管
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　　　15．2生データ、資料等
．　　　　　　　　試験により得られた分析結果、測定結果、観察結果、その他試験ノート等最終

　　　　　　報告書の作成に用いた生データ、試験計画書、調査表、資料等は最終報告書と共

　　　　　　に、「GLP基準」第32条に定める期間、当試験所資料保管室に保管する。

●

16，備考

16・1試験に使用した機器及び装置
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